実習の振りかえり（2011年3月22日～3月25日）

滋賀医科大学5年　　S.S.
■3月22日 
	午前
	午後

	オリエンテーション

外来（中村先生）
	往診（中村先生）


　初めに施設の説明を受けましたが、ケアセンターいぶきでは診療所と老健施設、デイケアなどの施設が併設されており、往診や訪問看護、居宅サービスなど、さまざまな事を行っておられることがわかりました。医師・看護師だけでなく、様々な職種の方が互いに連携し合って地域医療を支えていこうという想いが感じられました。また、自宅での看取りが約4割、という数字にも驚きました。
　外来では患者さんの多さに驚きました。大学病院では考えられないような数の患者さんを一人の先生で見ておられました。多くはかぜなどの患者さんでしたが、中には急性虫垂炎が疑われる患者さんもいました。多くの患者さんの中から、見逃してはならない疾患を確実に見つけるというのは、思った以上に難しいことではないかと感じました。

午後は往診に同行しました。患者さんやご家族と先生がとても親しげに、まるで家族や親戚関係であるかのように話されているのが印象的でした。また、患者さん・ご家族が先生のことをとても信頼しておられる事が伝わってきました。地域医療においては地域の人と仲良くなり、信頼関係を築いていくことがとても重要なのだと感じました。
往診へ向かう車内では中村先生から地域医療に関する貴重なお話を聞かせていただきました。以前よりも地域医療に対する関心が高まりました。
今日できたこと、うまくいったこと
・挨拶をしっかりするようにした。

今日上手くいかなかったこと、失敗したこと

・患者さんにどのように話しかけたらよいかわからず、うまく声かけができなかった。
今後学びたい内容・課題

・患者さんとの良いコミュニケーションの方法を学びたい。また、自分から積極的に患者さんと会話をしていけるようにしたい。

・ 明日はケアマネージャーさんに同行させていただくので、ケアマネージャーさんの仕事、役割についてしっかり学びたい。
■3月23日 
	午前
	午後

	居宅
	出張診療所（板並・大久保）

（中村先生）


午前中はケアマネージャーさんに同行させていただき、いくつかのお宅をまわらせていただきました。ケアマネージャーさんは本当にさまざまな事を考慮に入れたうえでケアプランを作成しておられ、またご本人、ご家族の心の支えともなっておられました。　今回まわらせていただいたお宅はご家族の方がとても熱心で協力的な方ばかりで、介護に関してとても詳しいので驚きました。毎日介護を続けることで家族が疲れてしまうケースも多いようです。私たちがいかにしてサポートしていくかが重要だと思いました。
午後は板並と大久保の診療所へ行きました。板並の診療所はプレハブ小屋のような所で、
先生も「日本一小さな出張診療所かもしれない」とおっしゃっていました。患者さんは多くはありませんでしたが、患者さんに話を聞いてみると、この診療所があってくれて助かる、無いと困ると口をそろえておられました。このような診療所をいかにして維持していくかは難しい課題だと思いました。

　お年寄りたちが診療所へやって来て、診察が終わっても待合室でおしゃべりされ、帰っ
ていかれる様子はとても微笑ましいものでした。診療所が地域の社交場としても機能して
いるのだと感じました。
今日できたこと、うまくいったこと

・患者さんをはじめいろいろな方と話をすることができた。

・医師と介護保険の関係についていろいろ考えることができた。

今日上手くいかなかったこと、失敗したこと
・介護保険について知識不足だった。
今後学びたい内容・課題

・明日は老健での実習になるので、入所者の方々といろいろお話ししたい。また、介護・看護の実際を体験し、学びたい。
・介護保険制度についてはもう一度きちんと学習しようと思う。

■3月24日 
	午前
	午後

	老健ホール
	訪問リハビリ


午前中は老健で認知症の方とお話をさせていただきました。認知症の方と接する機会は今まであまり無かったので、何を話したらよいのかわからずかなり戸惑ってしまいました。途中で席を立ってしまう方もおり、どのように対応したらよいかわかりませんでした。スタッフの方々はとても上手に対応されていて、さすがだと思わずにはいられませんでした。その様子を見て学ぼうと思ったのですが、自分のことで精一杯でした。これから認知症の方とはたくさん接することになるので、上手な接し方を少しずつでも身につけていければと思います。また、毎日世話をされるご家族は相当な負担があると思うので、ご家族のサポートという点にも目を向けられるような医師になりたいと思いました。

午後は訪問リハビリに同行しました。ＰＴさんは、リハビリをするだけでなく、患者さんの良き話し相手となっておられ、いろいろな相談事にのっておられたりもしました。患者さんの精神面での支えとなってあげるのも、こういった訪問リハビリなどの役割の一つなのだと感じました。訪問リハビリでは、その人が暮らす環境の中で、その人の生活に即したリハビリが行えるのも大きな長所であると学びました。
　この実習で出会う患者さんはみな生き生きしておられるように感じます。地域医療が地域全体を元気にしているように感じますし、私もそういう医療をしたいものだと思います。
今日できたこと、うまくいったこと
・認知症の治療について新たな知識が得られた。
・訪問リハビリの実際について学べた。

今日上手くいかなかったこと、失敗したこと

・認知症の方とうまくコミュニケーションがとれなかった。
今後学びたい内容・課題

・明日で最終日なので、一つでも多くのことを学んで実習を終わりたい。
■3月25日 
	午前
	午後

	デイケア
	


今日は半日だけの実習でしたが、デイケアの方で実習させていただきました。利用者さ

んを送迎車で迎えに行き、まずバイタル等をチェックしました。スタッフのみなさんは、利用者さん個々の健康状態をよく把握しておられ、血圧が高いとリハビリに問題がないか気にされるなど、細かく気を配っておられました。自分も見習いたいです。

その後リハビリに行かれる前の方や終わられた方とお話をさせていただきました。空き時間はみなさん自由に過ごされていて、友達とおしゃべりされる方、新聞やテレビを見られている方、貼り絵をされている方など様々でしたが、みな楽しそうでした。デイケアを楽しみ待っておられる方も多いようです。普段は家に閉じこもりがちな方でも、デイケアに通うことで気分転換になると思いますし、ご家族の負担も減ります。リハビリによって機能回復もはかれます。今まであまり詳しく知りませんでしたが、とても良いサービスだと思いました。

訪問リハビリにも、通所リハビリにもそれぞれ良さがあると思います。患者さんの健康状態や生活環境などを考慮してうまく使い分けていくことが大事だと思いました。

　
今日できたこと、うまくいったこと
・なるべく多くの方とお話しするようにした。
今日上手くいかなかったこと、失敗したこと

・自分からはあまり話されない方とはなかなかうまく会話できなかった。
・バイタル測定に最初少し手間取った。
今後学びたい内容・課題

今回の実習で地域医療に対して興味が高まったので、もっと地域医療について勉強できる機会を持ちたいと思いました。
１週間大変お世話になりました。親切に教えてくださったスタッフのみなさん、実習に協力してくださった患者さんやご家族のみなさん、本当にありがとうございました。

S君、お疲れ様でした。4日間という短い期間でしたが、地域医療について積極的に関わってもらいました。大学や大病院とは全く違う医療環境で、高度先端医療ではないですが、地域の住民との距離が近く、温かい医療を見てもらうことができたのではないでしょうか。医学的知識や技術が基礎となりますが、患者と医師の信頼関係があってこそ。

また今度、機会がありましたら1ヶ月程度の研修に来てください。もう少しじっくり深いところで学んでほしいこともたくさんあります。地域医療を楽しむ医師が増えてくることを祈っています。ますますのご活躍を・・・。(畑野)

